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会長挨拶

石井（和）君、内田君、遠藤君、田中君、中山君、根津君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

28/34　　 　82.35%　　　　29/34　　 　85.29%

28/34　　 　82.35%　　　　　　　　  　35名

司会：山本　章君　指揮：久保栄子君

本日は「米山月間」という事

で、会場を米山記念館で行い

ます。会長挨拶は会員の職業

紹介ではなく、日本に初めて

ロータリークラブを設立した

「米山梅吉翁」の紹介をさせ

て戴きます。

幹事 山田定男君

幹事報告

例会変更　伊豆中央ＲＣ

11月1日（火）　例会場変更　ゑびすや旅館

１．

10月26日　　宮澤正昭君入会記念日

会員誕生日

せせらぎ三島ロータリークラブ 検索

米山梅吉は1868年慶応4年2月4日、東京の和田家に生

まれ、5歳の時に父親が他界した為、母親の郷里であ

る静岡県三島市に移住する。14歳で旧制沼津中学校（現

在の沼津東高校）に入学するも2年で退学し上京する。

銀座の江南学校に入学するが、19歳で東京英和学校（現

在の青山学院）に転入し、米人講師の基で英語を学び、

翌年に米山家の養子となり、渡米。8年間の在米中、

オハイオ州、ウェスレヤン大学やニューヨーク州、

シラキュース大学等で法学を学ぶ。日本に帰国後、

勝海舟に師事し、博文館より「提督彼理（ペルリ）」

を出版する。

1897年、井上馨の紹介で三井銀行に入社し、三井銀

行の各支店長を経て1909年に常務取締役に就任し、

池田成淋と共に実験を掌握。

収支一貫して池田の補佐的役割であったが、1924年

日本で初めての信託会社となる三井信託株式会社を

創立して初代社長に就任した。

実業家として活躍する一方、三井報恩会初代理事長

として、社会的、文化的事業への援助を積極的に進

めた。

其の他、緑岡小学校（現在の青山学院初等科）の設立、

長泉村の図書館の寄贈等、自らの信念に基づいた社

会奉仕活動も熱心に行いました。

40歳の時、事業に成功して、目途が付いたら後進に

道を譲り、報恩社会奉仕の道を探すべしという「新

隠居論」を著した米山にとって、奉仕を理想とする人々

が集う、ロータリークラブとの出会いは必然であっ

たと言えます。

1905年にポール・ハリスがアメリカで創ったローリ

明松真一郎さん（石井（邦）君のゲスト）

川村結里子さん（加藤君のゲスト）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

ークラブを、1920年東京に設立、日本に初めてロー

タリークラブが誕生し、その創成期の活動の中心に

立ちます。こうして公私共に奉仕の精神を持ち続け、

生涯を通じて活動を続けました。此の米山精神は米

山梅吉記念館を預かる全国のロータリークラブによ

る奉仕活動他、長泉町内の小中学生による命日に設

けられた「米山デー」として、現在の子供たちにも

受け継がれています。



次 回 例 会

３月13日（土）（12日の振替）

植林事業

ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

世界中で展開されているポリオ撲滅活動は終盤

にさしかかっており、 ロータリーの2億ドルの

チャレンジ では、これまでに1億8,500万ドルが

集まっています。このチャレンジは、来年の6月

30日まで展開される予定ですが、募金活動は、ポ

リオが完全に撲滅されるまで継続しなければな

りません。  

多くのクラブがこの活動を支援しています。例

えば、オーストラリアとニュージーランドのロ

ータリアンは、20世紀フォックス社との協力の下、

2月に、映画「コンビクション（Conviction）」のチ

ャリティ上映会を開催し、2億ドルのチャレンジ

へ5万4,000ドルを集めました。フレモント・ウォ

ーム・スプリングス・サンライズ・ロータリー・ク

ラブ（米国カリフォルニア州）は、3月にファッシ

ョンショーを開催し、5万2,000ドルを寄付しま

した。また、ポンディチェリ・コスモス・ロータリ

ー・クラブ（インド）の支援を受けた高校の3,000

人の生徒が、1週間にわたるプロジェクトを実施

し、2万5,000ドルを集めました。  

第１５回理事役員会報告

日本一コロッケを企画した三島商工会議所青年部
内田聡会長に協賛金を渡す

エサ・ラディティアさん（米山奨学生）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

さまざまな募金活動で

　　「2億ドルのチャレンジ」を後押し

卓話

米山梅吉記念館運営委員　矢岸貞夫君

米山月間

去る9月17日、記念館が公益法人に移行後、最初の秋季

例祭（創立記念祭）が開催されました。来賓として2620

地区積惟貞ガバナー、ロータリー米山記念奨学会板橋

敏雄理事長、東京ロータリークラブ弦間明会長、米山

梅吉の孫、米山明、ケイト夫妻を迎え、地区内外から

120名のロータリアンが出席されました。

　東京ロータリークラブの植田新太郎氏を講師に迎え、

「振り返れば奉仕の道」と題して講演をいただきました。

氏は、37歳の時に東京ロータリーに入会。平均年齢70

歳の東京クラブでは若き新入会員でしたが、東京JCか

らロータリーへと奉仕の道へ進まれたのは、ご自身が

幼いとき小児結核で苦しんだ経験もあり、福沢諭吉の

「独立自尊」の教えを人生の指針にしつつ、他人様のお

役に立ちたいという気持ちが強かったからというこ

とです。

　東京RCの継続テーマが「知人から友人へ」です。仕事

を離れた人達の出会い、そしてお付き合いをしていく

には、絶え間ない自己啓発が必要です。ロータリーの

職業奉仕では「4つのテスト」をいかに企業経営に活か

していくか、日本では「3方よし」という言葉もあります。

「もっともよく奉仕するものもっともよく報われる」

このような格言を絵空事にせず、実行していくことこ

そがロータリーの使命だ、と言われました。

　東京のロータリークラブでは、30年以上前からポリ

オのワクチンを提供はじめ、この活動は日本のみなら

ず全世界に広がっていきました。また、東京クラブでは、

2000年からはカンボジアの対人地雷除去にも力をい

れています。世界に1千万個あるともいわれる地雷除

去は、たやすいことではありませんが、この10年間で

26000人が地雷の恐怖から救われています。

　今年度2580地区水野ガバナーの方針は「簡素にして

充実」です。様々な向かい風がロータリーに対して吹

いている今こそ、このテーマが必要ではないかという

ことです。

　最後には、東京RCで検討中の東北大震災の震災孤児

への奨学金授与の提言もあり、これからのロータリー

活動をあらためて考えるきっかけとなった講演でした。

　講演終了後、全国からの出席者が一堂に会して懇親

会が開かれ、陽気なキューバミュージックにのって、

歓談の輪が広がりました。

10月５日　　鈴木政則君入会記念日

委員会報告

東日本大震災復興支援委員会

本日例会後委員会を開催予定でしたが、委員の皆様

にお願い致しました具体的な支援の事業の提案が11

名中4名しか提案書が出ておりませんので委員長と

相談の結果、本日は、中止致します。提案書を出し

て無い方は、なるべく早く提案をお願い致します。

委員会日は、後日ご連絡致します。　

卓話渡邉照芳君：先日の西クラブとの合同ゴルフコンペで
当せせらぎ三島の中で優勝させていただきました。前

回の取り切り戦に続いての勝利であります。スコアは

まあまあでしたが、皆様が力が入りすぎたのではない

でしょうか。ちなみに西クラブとの対抗戦では当クラ

ブが勝ちました。ありがとうございます。

望月保延君：先月のゴルフコンペ、クラブ内３位。対抗

戦の貢献度５位でした。もう少し活躍できると思って

いたのですが、次回がんばります。

米山晴敏君：西クラブとの対抗戦、勝利しました。貢献

した５名の方、ご苦労様でした。戦力外だった皆様は

次回頑張ってください。

Ｃテーブル：テーブル会？

歓迎会がその会に変化しま

した。残金です。

中村　徹君：先週Ｅクラブ

にメークアップしてきまし

た。Ｅクラブは２４時間受

け付けていますので、是非

皆さんも利用されてはいか

がでしょうか。

スマイルボックス

委員会報告

国際奉仕委員会 委員長　山口雅弘君

皆様ご承知の通り今回の、タイ自転車贈呈式参加は

中止となりました。非常に残念です。

タイでは「何故か日本の報道は被災した日系企業の

内容ばかりを報道して、そこに住む現地の人達に無

関心である」との報道がされているそうです。

トヨタやホンダも大切ですが、そこに住む人達と感

情にも考慮した報道が必要ではないでしょうか？

今回も、もし決行を決め、何事もなく帰国出来たと

しても、それは、当り前としてとらえるべき事では

ないと思います。大きなリスクが予想される場合、

渡辺会長が下した中止の判断は、誰もが支持出来る

事だと思います。また、このような状況になる前に

結論を下した事に、意味があったと思います。

次年度１００回記念で、多くの方と参加出来れば幸

いです。
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